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　獣医学振興は、2011年創刊号より獣医学および獣

医療の今日的課題を私立大学の視点から「教育環境

改善」「国際化」「教育の質向上」「共用試験」「特徴

的な研究」など多くのテーマを取り上げながら、大

学間の相互理解を高め、少子化による影響や社会情

勢の変化に対して各大学の現状を発信してきまし

た。

　2019年12月武漢でのCOVID-19発生は獣医学教育

を取り巻く環境を激変させました。COVID-19感染

は、瞬く間に世界中に拡大し、緊急事態宣言、東京

オリンピック延期など大きな混乱を経て、感染者数

の増加と減少を繰り返しながら、やっと感染症法分

類の５類に分類されて社会生活が落ち着きを取り戻

してきています。この間に新型COVID-19に関する

基礎及び応用研究、RNAワクチンの開発・実用化

など飛躍的な発展があり、功罪両面がありました。

　大学・獣医学教育に目を向けると、web授業、オ

ンデマンド授業などの対応をせざるを得ず、学力低

下が危惧されます。また、就職については、行動制

限や対面での会議等自粛のため就職活動も少人数や

オンライ対応のみで就職先を決定しなければならな

い状況でした。そして、学生の最近の就職先は小動

物臨床に偏り、公務員や産業動物関係に就職する学

生数が低下しています。公務員や産業動物診療の魅

力や現状などが特にコロナ禍では学生に十分伝わっ

ていないことも一つの要因だと思われます。また、

小動物臨床分野では十分な就職活動ができないこと

で就職斡旋業者が活発に勧誘活動をしていることも

小動物臨床に学生が流れる要因と考えられます。

　獣医学振興５号（2016.3）特集２「卒業生の就職

先の動向と対応」から８年が経過しており、コロナ

禍もあり社会情勢は大きく変化しています。そこ

で、今回の獣医学振興12号は、「就職活動を取り巻

く環境と問題点」を特集テーマとして各大学におけ

る就職活動の状況やサポート体制などを執筆頂きま

した。そこから見えてくる問題点や今後の改善方向

などを踏まえて、各大学の今後の就職活動支援の参

考になればと考えています。

　特集テーマと関連して巻頭に、特別寄稿として日

本私立獣医科大学協会会長である高井伸二先生より

「獣医師の地域偏在と職域偏在　－私立５大学の入

試・就職情報からみえてくるもの－」を掲載させて

頂きました。各大学の状況を豊富なデータを用いて

解説されています。

　併せて、獣医系大学間獣医学教育支援機構理事長

として視点から高井伸二先生が「獣医公衆衛生研究 

25-2（2023.3）」に執筆された「NPO法人獣医系大

学間獣医学教育支援機構の成り立ちとその取り組み

－戦後78年間における獣医学教育改革と改善の歴史

を振り返る－」をこれまでの獣医学教育改革を知る

ことができる貴重な資料として掲載させて頂いた。

　獣医学振興12号を通して「就職活動を取り巻く環

境と問題点」に対する各大学の取り組みを知って頂

く機会となれば幸いです。

巻 頭 言

就職活動と課題

岡野　昇三

獣医学振興　第12号 巻 頭 言

北里大学獣医学部　教授
（獣医学部長）



獣医師の獣医師の
地域偏在と職域偏在地域偏在と職域偏在

特集１ 獣医師の
地域偏在と職域偏在

獣医師の地域偏在と職域偏在
　－私立 5 大学の入試・就職状況からみえてくるもの－

日本私立獣医科大学協会　会長 髙井　伸二



特集１

獣医学振興　第12号

4

１．はじめに

　日本私立獣医科大学協会（私獣協）では５つの私

立獣医大学における獣医学教育の改善と教育環境の

整備を目指し、2000年度（平成12年）総会において

相互評価委員会を設置した。この背景には1997年（平

成９年）の大学基準協会による「獣医学教育に関す

る基準」の改訂があり、国立大学は統廃合による獣

医学教育改善運動へと向かい、一方、私立大学の場

合は、基準達成のために各大学に自助努力が求めら

れた。

　私立５大学の現状把握と情報共有のために５大学

間における獣医学教育の相互評価が始まった。2002

年（平成14年）に「私立獣医科大学における獣医学

教育の相互評価報告書（第一次／平成６年度〜平成

12年度）」が公表された。相互評価の項目としては、

獣医学教育・研究、大学院教育・研究、臨床教育と

動物病院、臨床ならび衛生学実習について、現在、

第九次報告書（2021年３月）が公表されている。

2011年からは高度な専門教育環境確保と獣医学教育

の向上のため、情報の認識の共有化を目的に「獣醫

學振興」が創刊され、年１回の発行が続いており、

私獣協ＨＰから創刊号から11号までダウンロード出

来るのでご覧ください。

　前置きが長くなったが、これらの相互評価のため

の基礎となる情報の更新を毎年６月に開催される私

獣協総会において承合事項として行っている。その

内容は入試関連情報（日程、科目、志願者・合格者・

入学者数、学納金）、奨学金受給状況、就職状況、

大学院関連情報、科研費採択状況など多岐に渡る教

学に関する情報である。

　入試情報の多くは各大学のホームページでリアル

タイムに公表されているが、５大学の入試と就職に

関する情報を取り纏めて報告されたことはないと思

われる。

　今回、私立５大学の入試と就職に関する承合事項

の2012年から2023年度までのデータについて取り纏

めて解析した。個々の大学では様々な形で公表され

ている情報であるが、５大学を取り纏めて公表する

ことは初めての試みかと思われる。私立５大学は毎

年日本の約６割強の新卒獣医師を輩出していること

から、日本の獣医師の需給、職種偏在、地域偏在な

ど、現在或いは将来に問題となる課題の対策を考え

るための基礎データとなる。これらの解析データか

ら得られた情報がわが国の獣医学教育の在り方に活

用されることを期待している。

２．私立５大学の2012年から2023年の入試デー

タの解析

1） ５大学の志願者数、合格者数、入学者数の推移

　私立５大学においては入試情報サイトや印刷物で

入試の最新情報を公開し、受験生や保護者の方々に

利用して頂いている。５大学の情報を取り纏め分析

し、公表されたことは殆どないと思われる。ここで

は獣医学科の志願者数について、47都道府県別、男

女別に解析した。５大学では推薦入試（指定校、公

募等）、選抜入試（前期・後期等）、共通試験利用入

試など、名称は大学毎に異なるが数種類の入試を実

施している。各大学の志願者数はこれら全ての入試

志願者数を全て取り纏めたものであり、延べ人数と

なっている。一人の受験生は一つの大学でも複数の

入試を受験し、最大で５大学全ての選抜入試を日程

的には受験できる。表１に2012年から23年度までの

５大学の志願者数・合格者数・入学者数の推移を示

した。延べ人数で毎年約１万人前後志願者数である

獣医師の地域偏在と職域偏在
−私立5大学の入試・就職情報から見えてくるもの−

髙井　伸二日本私立獣医科大学協会　会長
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が、実人数は3,000人位ではないかと推察する。尚、

個々の大学においては志願者の実人数は把握してい

る。

　毎年、獣医師を目指す志願者はある一定数存在す

ることが表１からも明らかであるが、18歳人口の減

少に相関する傾向は否めない。しかし、2015年まで

微増したが、その後は減少を続け、2020から2022年

には８千人台となった。これは、新型コロナウイル

ス感染症による緊急事態宣言（2020）、まん延防止

等重点措置（2021）等により受験生が受験に伴う移

動を少し控えたことにより20％近く減少したものと

推察され、2023年度入試では新型コロナ前の人数に

戻った。余談ではあるが、新型コロナウイルス感染

症での移動自粛による在宅勤務により自宅で過ごす

時間が増え､ 更には外出・旅行なども制限されたこ

とから犬や猫の飼育頭数が増加したとのことである。

　ここで特筆すべきことは、志願者における女性割

合が2016年に50％を超え、2023年には60％を超えた

ことである。合格者数は2016年に50％を超え、2022

年には60％を超えた。更に、入学者における女性割

合増加の速度は、志願者数・合格者数よりも速く、

2013年度には50％を 超 え、2021年には60％を 超 え

た。優秀な女性が多いという証拠である。米国の獣

医科大学協会のデータによると米国では1985年に入

学 者の50％が 女 性 と な り、1990年に60％、2000年

に70％、2020年には80％に至った（図１）。わが国

は30年ほど遅れているが、2022年には前年の 60.6％

から64.3％と一気に上昇した。割と簡単に短時間で

70％に到達するかもしれない。

　2016年から首都圏大学における入学定員厳格化

（1.09倍）が始まった。その規制対象となるのは日

本大学と北里大学であった。日本獣医生命科学大学

も入学定員を厳格化されており、その影響が2016年

以降の入学者数に徐々に出ている。2021年の一過性

の増加は１大学で選抜入試合格者の入学手続き歩留

まり率が予想を覆し、1.5倍の入学定員となったた

めである。

2）47都道府県別の志願者、合格者、入学者の解析

　５大学における2012年から2023年の47都道府県別

志願者・合格者・入学者の平均値を表２に纏めた。

平均入学者数の最小値は２人で４県、３人が６県、

４人が９県、５人が７県と、各大学平均にすると１

名以下が合計26県となる。一方、最大値は146人の

東京都であり、82人の神奈川県、36人の北海道、35

人の埼玉県、34名の千葉、大阪府と続く。47都道府

県の人口との比率に近いかと思われるが、表３に地

方別の志願者、合格者、入学者の割合を人口比と比

べた。関東地方は１都６県からなるが、人口比とし

ては34.9％であるが、入学者の51.2％を占める。他

の地方においても人口100万都市圏からの入学者が

極めて多い。地域偏在は入学試験の段階から起こっ

ていることが明らかである。

　合格者人数は47都道府県において入学者数の２倍

以上となっている。これは多くの受験生が複数の合

格証を勝ち取っており、最終的に入学先は１校とな

るからである。

　趣味が悪いと言われるかもしれないが、47都道府

県別の合格率と入学率を表４に示した。合格率が

20％前後と高い値を示したのは、徳島県、石川県、

北海道、島根県、香川県、鳥取県、佐賀県、岐阜県、

愛知県であった。入学率は徳島県、北海道、長崎県、

島根県、山形県、青森県の順に高かった。地方から

の受験生はそれなりの覚悟で受験されていると読む

べきか。

　これらの解析から明らかになったことは、受験の

利便性（試験会場へのアプローチ）や費用（宿泊費・

交通費）の観点からも、私立５大学の大学所在地と

その近郊の受験生は有利に働くことから、受験者数

が多いと推察される。一方、共通試験利用型入試（以

前のセンター入試）など地理的な距離が関係ない受

験方法もあるが、５大学全てで実施されているわけ

ではない。また、募集人数も多くない。地方からの

受験生はそれなりの覚悟で受験していることが47都

道府県別の合格率からも垣間見えた。少数精鋭での

受験である。

　私立５大学の新卒者は全国で毎年約１千名の新卒

獣医師が輩出される中で、その約６割を占めてい

る。今回のデータは全国の６割の事象を見ているわ

けで、改めて、全体像を見ることが重要であること

を申し添える。
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３．私立５大学の2016年から2022年の就職状況

の解析

　2016年から2022年度までの５大学の就職状況を小

動物臨床、産業動物臨床、公務員、大学院進学、国

家試験浪人生、未定の６項目で纏めた。表５は実数

で示したが、新卒の就職者数が若干減少傾向にあ

る。この原因を明らかにするためには、１年次から

６年次に至る各学年における進学率（或いは留年

率）を調査する必要がある。どの教育段階で学生が

躓くのかを分析する必要があり、２年前から承合事

項に加えたので、もう少しデータが集まった時点で

解析したい。文部科学省は全国79大学の薬学部６年

制課程における修学状況や退学状況を公表している

（https://www.mext.go.jp/a_menu/01_d/08091815.

htm）。進級率、卒業率、国家試験合格率、退学率

が全て公開されているが、獣医学６年制教育におい

ては、薬学部で認められる大学間格差は今のところ

無いと判断される。

　表６は全体の動きを知るために、表５の新卒者合

計でそれぞれの職域人数を百分率（％）で示した。

小動物臨床への女子学生の就職が2020年から60％を

超えた。一方、公務員獣医師への就職が2020年度か

ら減少傾向となった。新型コロナウイルス感染症に

よる緊急事態宣言（2020）、まん延防止等重点措置

（2021）等により、大学で開催していた様々な職種

の就職説明会が学内への立ち入り禁止により取り止

めになった。地方自治体からも毎年就職説明会が大

学内で開催されていたが、その機会がゼロとなった。

他の職種も同様ではあるが、就職説明会の中止によ

る影響があるかもしれない。その他の理由としては、

国家試験不合格者が2021年には74名、22年には95名

と、2017年の28名の３倍から４倍多かった。これら

の中に数多く公務員内定者等も含まれていたと推察

される。

　今後の傾向としては、女子学生の入学者割合が

60％を超えたことから、地元（親元）に戻る可能性

が高い（？）ことを考えると、更に、都市圏の小動

物臨床への就職が増えることが予想される。一方、

悲観材料ではないデータとして、女子学生の産業動

物志向が時折高くなっていることである。臨床希望

の学生に対して、小動物とは異なる産業動物獣医師

の遣り甲斐や社会的使命感など、畜産の基盤を支え

る獣医療という視点での教育も必要であろう。

４．地域偏在と職域偏在の対策とは

　獣医療法の第十条には「農林水産大臣は、獣医療

を提供する体制の整備を図るための基本方針（以下

「基本方針」という。）を定めなければならない。」

とある。農水省も令和２年５月に「獣医療を提供す

る体制の整備を図るための基本方針」を公表した。

その第一章には「産業動物臨床分野及び公務員分野

における獣医療の確保」「小動物分野における獣医

療の確保」の方策が記載されている。そこでは「こ

れらの分野の就業の魅力」を認識してもらうための

インターンシップ、「産業動物の診療及び家畜衛生

等の行政の意義や魅力」を知る機会を確保する取り

組みであり、「産業動物獣医師の仕事についての広

報」を大学入学直後の学生など若齢層をターゲット

することだそうだ。

　地方自治体も令和12年度を目標に「基本指針」を

計画書として作成・公表している。ある県の「産業

動物臨床獣医師及び公務員獣医師確保」の対策とし

て、以下の記載がある。ちょっと長いが引用する。「産

業動物臨床獣医師や公務員獣医師の不足が発生する

原因としては、新規獣医師の約半数が小動物分野を、

約２割程度が産業動物分野を選択しており、獣医師

の活動分野における偏在が挙げられる。この職域偏

在については、大学入学時から、ほとんどの学生が

小動物診療へのあこがれをもって進学してきている

ため、産業動物関連の就業を希望する者が少ないこ

とが大きな要因である。また、獣医学教育において、

産業動物診療や家畜衛生・公衆衛生行政に携わる獣

医師の役割に係る授業を行っているにも関わらず、

小動物から産業動物関連への就業に方針転換する学

生はごく一部であることから、産業動物診療の現場

の魅力や家畜衛生・公衆衛生行政等の意義や魅力を

より積極的に情報発信することが必要である。また、

近年、家畜伝染病の発生に伴う業務量及び責任の増

加に対し、労 働環境の改善が進んでいないことも

要因の一つになっていると考えられるため、環境改

善に努める。」とある。表６で示した就職状況の割

合とほぼ合致する数字であるが、私立５大学では小
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動物臨床には６割近く、産業動物は１割強、公務員

獣医師も１割強と、更に酷い数字になっている。更

に、獣医療法では、と畜場と食肉検査所において食

品衛生に従事する公衆衛生領域の獣医師は管轄外の

ため全く触れられていない。

５．最後に

　本稿の目的は、根本的な問題がどこにあるかを指

摘することにある。獣医師においても職域偏在と地

域偏在が問題となって久しいことを47都道府県が作

成した「獣医療を提供する体制の整備を図るための

計画書」を見れば明らかであり、更に、私立５大学

の入学情報と就職状況で示した通りである。

　表７は私立５大学の2016－22年度の就職状況の

データから、小動物臨床と公務員へ就職した47都道

府県別の平均人数を示した。ここで見て欲しいのは

網掛けをした０の枠のパターンである。公務員獣医

師も小動物臨床獣医師も地方に就職する新卒者が同

じパターンで０となっている。これは、将来、地方

においては小動物臨床獣医師も不足する状況が出現

することを示唆している。表８に７年間の全ての職

域における47都道府県別平均就職者数のランキング

を示した。

　獣医師の職域は広く、小動物臨床、産業動物臨床、

家畜衛生行政、公衆衛生行政、企業、研究等幅広い

ことが特徴であり、特に、地方自治体では家畜衛生

行政や公衆衛生行政を担うための獣医師が一定数は

必要となっている。この一定数も欠員のために確保

出来ない状況が全国で発生している。根本的な解決

策は、出口での就職誘導ではなく、入口での人材確

保にある。それは医学部とおなじような地域枠の導

入が必要である。
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表 1．私立 5大学の志願者数・合格者数・入学者数の推移（2012−2023） 

年度 志願者数 ⼥性 ⼥性割合 合格者 ⼥性 ⼥性割合 ⼊学者 ⼥性 ⼥性割合 
2012 10,773 4,628 43.0% 1,612 751 46.6% 774 376 48.6% 
2013 11,600 5,384 46.4% 1,668 799 47.9% 731 366 50.1% 
2014 12,031 5,757 47.9% 1,679 832 49.6% 634 341 53.8% 
2015 12,972 6,374 49.1% 1,703 803 47.2% 646 337 52.2% 
2016 11,651 5,902 50.7% 1,748 924 52.9% 636 348 54.7% 
2017 11,576 5,792 50.0% 1,641 846 51.6% 631 338 53.6% 
2018 10,823 5,674 52.4% 1,489 821 55.1% 620 358 57.7% 
2019 10,481 5,655 54.0% 1,562 904 57.9% 604 357 59.1% 
2020 9,748 5,348 54.9% 1,661 940 56.6% 629 375 59.6% 
2021 8,401 4,784 56.9% 1,744 1,016 58.3% 670 406 60.6% 
2022 8,970 5,373 59.9% 1,692 1,034 61.1% 611 393 64.3% 
2023 10,784 6,492 60.2% 1,852 1,113 60.1% 645 402 62.3% 

 

 

表 2 47都道府県別の志願者、合格者、入学者の平均人数（2012−2023） 
 志願者(女性) 合格者(女性) 入学者(女性)  志願者(女性) 合格者(女性) 入学者(女性) 

北海道 382 160 81 35 36 17 滋賀 51 27 9 4 3 2 

青森 60 30 10 5 5 3 京都府 189 97 34 18 12 7 

岩手 61 28 10 4 4 2 大阪府 532 256 96 49 34 18 

宮城 175 85 25 11 9 5 兵庫 300 153 51 27 18 10 

秋田 39 19 5 3 3 2 奈良 105 46 19 8 7 4 

山形 39 18 7 4 3 2 和歌山 59 29 11 6 4 2 

福島 88 48 13 7 5 3 鳥取 24 13 5 3 2 1 

茨城 263 150 38 24 15 9 島根 17 8 4 1 2 1 

栃木 153 76 25 14 11 6 岡山 85 38 13 7 4 2 

群馬 173 87 25 13 11 6 広島 137 56 23 11 8 4 

埼玉 737 378 94 51 35 19 山口 69 35 9 5 3 2 

千葉 596 324 83 47 34 20 徳島 37 19 9 4 4 2 

東京都 2,630 1,508 372 225 146 91 香川 51 26 10 6 4 3 

神奈川 1,286 706 194 115 82 50 愛媛 59 31 9 5 3 2 

新潟 91 43 14 6 5 3 高知 55 29 9 6 4 3 

富山 39 20 6 3 3 2 福岡 225 130 34 17 14 7 

石川 39 21 9 5 2 1 佐賀 62 30 12 5 4 2 

福井 31 21 4 3 2 1 長崎 52 21 9 4 5 2 

山梨 84 39 10 5 4 3 熊本 85 45 12 8 5 3 

長野 149 75 21 11 9 5 大分 57 26 9 5 4 2 

岐阜 103 48 20 9 7 4 宮崎 69 25 13 5 5 2 

静岡 253 122 35 19 14 8 鹿児島 130 42 22 8 8 3 

愛知 488 227 94 43 31 16 沖縄 111 58 14 8 5 3 

三重 120 46 16 6 6 3 その他 180 79 23 10 10 5 

       合計 10,818 5,597 1,671 899 653 366 

 

 

表 3 地方別の志願者、合格者、入学者の割合と人口比率の比較（2012−2023） 

地方 志願者 合格者 入学者 人口比 

北海道 3.5% 4.8% 5.5% 4.1% 

東北 7.8% 4.2% 10.1% 10.9% 

関東 54.0% 49.7% 51.2% 34.9% 

中部 11.8% 12.7% 11.7% 16.7% 

近畿 12.5% 14.1% 12.7% 17.7% 

中国 3.1% 3.2% 2.8% 5.7% 

四国 1.9% 2.3% 2.3% 2.9% 

九州 7.3% 7.5% 7.6% 11.3% 
％ 志願者・合格者・入学者の合計を母数とした、それぞれの地方の百分比 
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表 4 47都道府県別の合格率と入学率（2012−2023） 

 合格率 入学率  合格率 入学率 

北海道 21.1% 9.5% 滋賀 18.2% 6.2% 

青森 16.9% 8.5% 京都府 18.0% 6.5% 

岩手 16.3% 7.0% 大阪府 18.1% 6.3% 

宮城 14.5% 5.3% 兵庫 16.9% 6.0% 

秋田 12.3% 7.3% 奈良 18.4% 6.2% 

山形 18.0% 8.7% 和歌山 18.7% 6.9% 

福島 14.8% 5.9% 鳥取 19.7% 7.7% 

茨城 14.5% 5.6% 島根 20.8% 8.7% 

栃木 16.4% 7.0% 岡山 15.4% 4.4% 

群馬 14.7% 6.4% 広島 16.8% 5.9% 

埼玉 12.7% 4.8% 山口 13.4% 5.0% 

千葉 14.0% 5.7% 徳島 25.6% 9.8% 

東京都 14.1% 5.5% 香川 20.3% 7.5% 

神奈川 15.1% 6.4% 愛媛 15.9% 5.3% 

新潟 15.7% 5.7% 高知 16.9% 7.5% 

富山 16.1% 6.9% 福岡 15.1% 6.1% 

石川 22.3% 5.3% 佐賀 19.4% 6.6% 

福井 11.2% 5.9% 長崎 16.7% 9.5% 

山梨 11.5% 5.3% 熊本 14.4% 5.4% 

長野 14.2% 5.8% 大分 16.3% 7.1% 

岐阜 19.4% 6.3% 宮崎 18.8% 6.8% 

静岡 14.0% 5.6% 鹿児島 17.3% 6.4% 

愛知 19.2% 6.3% 沖縄 12.7% 4.7% 

三重 12.9% 4.7% その他 12.8% 5.6% 

   全体 15.4% 6.0% 
表 2 の平均人数を用いて算出した 

 

 

表 5 私立 5大学の就職状況（2016−2022） 

卒業

年度 

小動物臨床 

(女子） 

産業動物臨床 

(女子） 

公務員 

(女子） 

大学院進学 

(女子） 

国試浪人生 

(女子） 

未定者 

(女子） 

合計 

(女子） 

2016 319(168) 61(26) 97(51) 25(7) 105(46) 17(6) 624(304) 

2017 322(173) 58(24) 115(65) 31(13) 28(16) 23(8) 577(299) 

2018 318(152) 68(35) 91(60) 18(9) 56(25) 16(9) 567(290) 

2019 295(170) 84(45) 96(49) 20(6) 64(30) 9(6) 568(306) 

2020 320(180) 64(28) 71(37) 19(11) 58(27) 17(8) 549(291) 

2021 346(187) 59(26) 53(29) 18(8) 74(42) 18(9) 568(301) 

2022 319(183) 72(42) 60(32) 22(5) 95(36) 5(4) 573(302) 

 

 

 

表 6 私立 5大学の就職状況の割合（2016−2022） 
割合 小動物臨床 

(女子） 

産業動物臨床 

(女子） 

公務員 

(女子） 

大学院進学 

(女子） 

国試浪人 

(女子） 

未定者 

(女子） 

2016 51.1% 55.3% 9.8% 8.6% 15.5% 16.8% 4.0% 2.3% 16.8% 15.1% 2.7% 2.0% 

2017 55.8% 57.9% 10.1% 8.0% 19.9% 21.7% 5.4% 4.3% 4.9% 5.4% 4.0% 2.7% 

2018 56.1% 52.4% 12.0% 12.1% 16.0% 20.7% 3.2% 3.1% 9.9% 8.6% 2.8% 3.1% 

2019 51.9% 55.6% 14.8% 14.7% 16.9% 16.0% 3.5% 2.0% 11.3% 9.8% 1.6% 2.0% 

2020 58.3% 61.9% 11.7% 9.6% 12.9% 12.7% 3.5% 3.8% 10.6% 9.3% 3.1% 2.7% 

2021 60.9% 62.1% 10.4% 8.6% 9.3% 9.6% 3.2% 2.7% 13.0% 14.0% 3.2% 3.0% 

2022 55.7% 60.6% 12.6% 13.9% 10.5% 10.6% 3.8% 1.7% 16.6% 11.9% 0.9% 1.3% 
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表 7 新卒者の小動物臨床と公務員への都道府県別就職状況の比較（2016−2022） 

 

⼩動物 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 公務員 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
北海道 6 10 14 14 15 22 18 北海道 8 8 7 6 4 2 5
⻘森県 2 1 0 1 3 0 0 ⻘森県 1 3 5 5 5 0 2
岩⼿県 1 0 0 0 0 1 0 岩⼿県 0 3 0 0 1 1 0
宮城県 4 2 9 4 4 2 5 宮城県 5 3 4 2 2 0 0
秋⽥県 1 2 0 1 2 3 1 秋⽥県 1 3 0 1 0 1 0
⼭形県 0 2 0 0 1 0 0 ⼭形県 0 2 3 0 0 1 0
福島県 0 0 0 2 1 0 1 福島県 5 3 3 6 1 1 3
茨城県 3 0 1 6 3 3 2 茨城県 1 5 4 0 0 2 2
栃⽊県 5 5 2 4 5 4 2 栃⽊県 3 3 1 0 0 1 2
群⾺県 1 1 2 2 4 2 7 群⾺県 2 5 1 5 2 0 2
埼⽟県 29 29 39 31 33 17 26 埼⽟県 6 5 5 4 6 1 2
千葉県 20 34 36 29 31 28 21 千葉県 4 5 4 2 3 3 2
東京都 98 81 70 84 79 97 98 東京都 8 13 15 12 15 15 11
神奈川県 60 57 45 44 48 49 54 神奈川県 5 4 4 7 4 1 7
新潟県 3 0 5 0 3 1 0 新潟県 0 2 0 1 0 0 0
富⼭県 0 0 0 1 2 0 1 富⼭県 1 1 0 0 0 0 1
⽯川県 0 0 1 0 0 1 0 ⽯川県 1 1 0 2 1 2 0
福井県 0 0 1 0 0 0 0 福井県 0 0 2 0 0 0 0
⼭梨県 2 1 3 0 0 1 1 ⼭梨県 3 3 0 3 0 1 1
⻑野県 2 4 4 2 1 2 1 ⻑野県 0 1 0 0 0 0 1
岐⾩県 1 2 1 1 3 2 3 岐⾩県 1 3 0 2 1 0 1
静岡県 7 15 3 5 8 11 6 静岡県 2 3 2 3 2 4 0
愛知県 25 16 24 12 19 25 26 愛知県 1 4 5 3 4 3 0
三重県 1 1 0 5 1 4 3 三重県 3 3 0 0 2 0 2
滋賀県 0 0 4 2 1 0 0 滋賀県 1 1 1 0 0 0 1
京都府 2 6 7 3 6 7 4 京都府 2 1 2 2 1 1 1
⼤阪府 20 19 16 10 16 16 13 ⼤阪府 2 0 3 1 0 2 1
兵庫県 6 6 12 15 11 12 6 兵庫県 1 2 1 4 2 1 2
奈良県 2 1 5 1 5 4 4 奈良県 0 0 1 1 0 0 1

和歌⼭県 1 0 1 1 0 1 0 和歌⼭県 0 0 0 2 1 0 0

⿃取県 2 1 0 0 0 0 0 ⿃取県 2 1 2 1 0 0 0
島根県 0 0 0 0 1 1 0 島根県 0 1 1 2 1 0 0
岡⼭県 3 3 4 2 1 3 0 岡⼭県 0 2 0 0 1 0 0
広島県 2 1 1 3 2 6 2 広島県 3 3 0 1 0 2 0
⼭⼝県 2 2 1 0 0 0 0 ⼭⼝県 1 1 0 0 0 2 0
徳島県 0 0 0 0 0 0 0 徳島県 2 2 1 2 1 0 0
⾹川県 1 0 2 0 2 0 1 ⾹川県 3 2 0 0 1 0 1
愛媛県 1 0 0 1 1 1 0 愛媛県 3 3 2 1 1 1 0
⾼知県 1 1 2 0 0 0 0 ⾼知県 1 0 1 2 0 1 3
福岡県 3 9 1 8 4 9 9 福岡県 1 2 1 4 1 1 1
佐賀県 0 0 0 0 0 0 0 佐賀県 0 2 0 2 1 0 1
⻑崎県 0 0 0 0 0 1 0 ⻑崎県 1 1 1 0 0 0 1
熊本県 0 1 0 1 0 5 0 熊本県 2 1 1 0 2 1 0
⼤分県 0 0 0 0 1 1 0 ⼤分県 3 2 0 1 3 1 0
宮崎県 0 1 0 0 0 0 0 宮崎県 5 0 4 3 1 1 1
⿅児島県 0 3 0 0 0 0 2 ⿅児島県 2 1 3 3 1 0 2
沖縄県 2 4 2 0 3 2 2 沖縄県 1 1 1 0 0 0 0
合計 319 322 318 295 320 346 319 計 97 115 91 96 71 53 60
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表 7 新卒者の小動物臨床と公務員への都道府県別就職状況の比較（2016−2022） 

 

⼩動物 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 公務員 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
北海道 6 10 14 14 15 22 18 北海道 8 8 7 6 4 2 5
⻘森県 2 1 0 1 3 0 0 ⻘森県 1 3 5 5 5 0 2
岩⼿県 1 0 0 0 0 1 0 岩⼿県 0 3 0 0 1 1 0
宮城県 4 2 9 4 4 2 5 宮城県 5 3 4 2 2 0 0
秋⽥県 1 2 0 1 2 3 1 秋⽥県 1 3 0 1 0 1 0
⼭形県 0 2 0 0 1 0 0 ⼭形県 0 2 3 0 0 1 0
福島県 0 0 0 2 1 0 1 福島県 5 3 3 6 1 1 3
茨城県 3 0 1 6 3 3 2 茨城県 1 5 4 0 0 2 2
栃⽊県 5 5 2 4 5 4 2 栃⽊県 3 3 1 0 0 1 2
群⾺県 1 1 2 2 4 2 7 群⾺県 2 5 1 5 2 0 2
埼⽟県 29 29 39 31 33 17 26 埼⽟県 6 5 5 4 6 1 2
千葉県 20 34 36 29 31 28 21 千葉県 4 5 4 2 3 3 2
東京都 98 81 70 84 79 97 98 東京都 8 13 15 12 15 15 11
神奈川県 60 57 45 44 48 49 54 神奈川県 5 4 4 7 4 1 7
新潟県 3 0 5 0 3 1 0 新潟県 0 2 0 1 0 0 0
富⼭県 0 0 0 1 2 0 1 富⼭県 1 1 0 0 0 0 1
⽯川県 0 0 1 0 0 1 0 ⽯川県 1 1 0 2 1 2 0
福井県 0 0 1 0 0 0 0 福井県 0 0 2 0 0 0 0
⼭梨県 2 1 3 0 0 1 1 ⼭梨県 3 3 0 3 0 1 1
⻑野県 2 4 4 2 1 2 1 ⻑野県 0 1 0 0 0 0 1
岐⾩県 1 2 1 1 3 2 3 岐⾩県 1 3 0 2 1 0 1
静岡県 7 15 3 5 8 11 6 静岡県 2 3 2 3 2 4 0
愛知県 25 16 24 12 19 25 26 愛知県 1 4 5 3 4 3 0
三重県 1 1 0 5 1 4 3 三重県 3 3 0 0 2 0 2
滋賀県 0 0 4 2 1 0 0 滋賀県 1 1 1 0 0 0 1
京都府 2 6 7 3 6 7 4 京都府 2 1 2 2 1 1 1
⼤阪府 20 19 16 10 16 16 13 ⼤阪府 2 0 3 1 0 2 1
兵庫県 6 6 12 15 11 12 6 兵庫県 1 2 1 4 2 1 2
奈良県 2 1 5 1 5 4 4 奈良県 0 0 1 1 0 0 1

和歌⼭県 1 0 1 1 0 1 0 和歌⼭県 0 0 0 2 1 0 0

⿃取県 2 1 0 0 0 0 0 ⿃取県 2 1 2 1 0 0 0
島根県 0 0 0 0 1 1 0 島根県 0 1 1 2 1 0 0
岡⼭県 3 3 4 2 1 3 0 岡⼭県 0 2 0 0 1 0 0
広島県 2 1 1 3 2 6 2 広島県 3 3 0 1 0 2 0
⼭⼝県 2 2 1 0 0 0 0 ⼭⼝県 1 1 0 0 0 2 0
徳島県 0 0 0 0 0 0 0 徳島県 2 2 1 2 1 0 0
⾹川県 1 0 2 0 2 0 1 ⾹川県 3 2 0 0 1 0 1
愛媛県 1 0 0 1 1 1 0 愛媛県 3 3 2 1 1 1 0
⾼知県 1 1 2 0 0 0 0 ⾼知県 1 0 1 2 0 1 3
福岡県 3 9 1 8 4 9 9 福岡県 1 2 1 4 1 1 1
佐賀県 0 0 0 0 0 0 0 佐賀県 0 2 0 2 1 0 1
⻑崎県 0 0 0 0 0 1 0 ⻑崎県 1 1 1 0 0 0 1
熊本県 0 1 0 1 0 5 0 熊本県 2 1 1 0 2 1 0
⼤分県 0 0 0 0 1 1 0 ⼤分県 3 2 0 1 3 1 0
宮崎県 0 1 0 0 0 0 0 宮崎県 5 0 4 3 1 1 1
⿅児島県 0 3 0 0 0 0 2 ⿅児島県 2 1 3 3 1 0 2
沖縄県 2 4 2 0 3 2 2 沖縄県 1 1 1 0 0 0 0
合計 319 322 318 295 320 346 319 計 97 115 91 96 71 53 60
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表 8 都道府県別・新卒就職者の平均人数（2016−2022 年）   

平均（人） 全ての職域における就職先都道府県 

<1 福井県(0.4) 佐賀県(0.9) 

1-1.9 富山県 和歌山県 鳥取県 石川県 徳島県 長崎県 山口県 島根県 高知県 

2-2.9 香川県 大分県 愛媛県 滋賀県 岩手県 新潟県 秋田県 山梨県 

3-3.9 長野県 熊本県 岐阜県 山形県 沖縄県 岡山県 三重県 奈良県 

4-4.9 宮崎県 青森県 茨城県 広島県 鹿児島県 

5-9.9 福島県 宮城県 栃木県 京都府 群馬県 福岡県 

10-19 静岡県(10.1) 兵庫県(14) 大阪府(17.4) 

20-39 愛知県(24.4) 埼玉県(34.1) 千葉県(34.9) 

40-109 北海道(49.9) 神奈川県(56.3) 東京都(102.6) 
注）同じカラムでは並び順に大きい値となっている 

 

 

 

 
図 1．米国の獣医学科入学者の男女割合の推移 

米国獣医科大学協会の報告書(Annual Data report 2022-2023)から引用 

      https://www.aavmc.org/about-aavmc/public-data/ 
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　我が国の獣医学就職市場では、小動物臨床に対す
る傾斜が顕著であり、地方公務員獣医師への関心が
低迷している。本稿では、当学における就職活動の
現状を踏まえ、生じている問題点についての情報を
提供したい。

　2023年４月４日のYahooニュース（共同通信社提
供）によると、日本では「公務員獣医師」の不足が
深刻化していると報じられている。これらの獣医師
は、鳥インフルエンザなどの家畜伝染病対策や、食
肉の安全確保を担当しており、特に地方での欠員が
目立っている。業務量の急増に対して人員が不足し
ているのが現状である。国内の獣医師は約４万人で、
その中で公務員獣医師は約9,500人に過ぎない。一
方、民間施設で小動物を診療する獣医師は約16,000
人で、増加傾向にある。地方公務員獣医師の業務量
は、鳥インフルエンザの殺処分などで急増している
が、他の医療専門職に比べて給与は低めである。公
務員獣医師の役割は、日々の食の安全を守る重要な
ものであり、社会におけるその認識の向上が望まれ
ている（1）

　コメント欄では関係者から様々な意見が寄せられ
ている。
　意見を要約すると、現状は厳しいものである。
・志望者が少なく、退職者が多いため、人手不足が

進行している。
・過重労働により、身体的、精神的な消耗があり、

退職する人が増えている。
・若手職員の僻地での孤独感による精神的問題が多

い。
・仕事の単調さからやりがいを感じにくい。

・屠場勤務の精神的負担が大きい。
・業務内容の魅力が不足している。
・小動物臨床と比べ、給与が低く、待遇も劣る。
・私大獣医学生にとって、公務員就職は学費と収入

のコストパフォーマンスが低い。
・獣医師になるための高いハードルに対して、収入

が不十分である。
・奨学金を借りた職員の半数以上が途中で返済し、

返済免除期間終了後に転職する。
・若い世代の不足により、職員の高齢化が進み、定

年退職者の再任用が多い。
・職員の高齢化とIT化への適応困難がある。
　これらの理由のため、給料の増額だけでは人材不
足の解消は困難であるということである。

　地方公務員獣医師の待遇改善に関して、近年様々
な取り組みが進められている。これには、25都道府
県での給与調整、41都道府県における初任給の平均
月額４万円の増額、業務手当の支給、産休・育休制
度の充実、雇用の更新などが含まれ、ライフワーク
バランスの改善も図られている。しかしながら、こ
れらの努力にも関わらず、地方公務員獣医師の不足
問題は依然として解決されていない。獣医師法第22
条に基づく届け出状況によると、地方公務員獣医師
の 数 は 平成26年の3,155人から平成28年の3,216人、
平成30年の3,133人、令和２年の3,147人と推移し、
令和４年には3,036人と激減している。この不足の
原因の一つとして、獣医大学卒業者の就職状況の変
化が挙げられる。産業動物診療への就職は微増して
いるものの、地方公務員としての就職率は減少し、
令和４年時点で全卒業生の12%に留まっている。こ
の問題に対処するため、多くの都道府県が具体的な
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措置を講じている。例えば、34都道府県では年に複
数回の採用試験を実施しており、14都道府県では受
験資格を60歳未満に設定し、筆記試験の免除も行わ
れている。しかし、これらの施策が顕著な効果をも
たらしているとはまだ言えない状況である。

本学の就職状況：

　本学の入学者は元々、小動物臨床志向が強い傾向
にあるが、本学の獣医学生の就職状況について図１
に示す。動物病院に就職する学生は年々増加し、
2022 年度実績は85人（70%）であった。一方、公務
員は減少傾向にあり、17人（14%）であった。近年、
他校と同様に、女子の入学者の割合が増加傾向にあ
り（全体の約65%）、女子学生は小動物臨床志向が
強いこともあり、公務員志望者減の傾向は続くと思
われる。

本学の試み：

　本学では、ほぼ毎日講義や実習が行われており、
長期休暇中には多くの学生が小動物の開業獣医師の
下で研修を受けている。そこで、地方公務員の実地
見学に行く学生が少ないことから、４年生と５年生
の学生を対象に地方公務員獣医師向けの合同WEB
説明会を開催している。この説明会はZOOMを通
じて行われ、全都道府県および市の関連機関への参
加を呼びかけている。今年度も46都道府県と９市が
参加し、各地域や職種に関するプレゼンテーション
を実施した。しかし、学生の参加者数が少なく、学
生の関心の低さが課題となっている。そのため、参
加を促進するための新しいアプローチを検討してい
る。具体的には、現役の公務員獣医師による特別講
演の開催、個別相談会の対面実施、キャリアパスに
関する具体的な事例紹介など、より実践的で魅力あ

る内容を計画している。今後も、学生の関心を引き
付ける方法を模索し、継続的にサポートを提供して
いく予定である。

問題分析：

　本学の学生が小動物の臨床分野に強い関心を持つ
主な理由は、多くの学生が幼少期から小動物医療の
職業に憧れを抱いており、その夢が職業選択の大き
な決定要因となっている。さらに、市場の動向とし
て、小動物臨床に特化した就職斡旋業者やイベント
が優勢であるため、学生たちが公務員職やその他の
機会に触れる機会が限られている。小動物臨床に関
する情報は、小動物病院からのダイレクトメール
やパンフレット、就職斡旋業者主催のイベント、
SNS、YouTubeなどのメディアを通じて頻繁に提供
されており、結果としてますます多くの学生が小動
物臨床に興味を示している。しかし、地方公務員と
しての職業に関する情報は著しく不足している状況
である。

解決策 ?

　多くの障害があると感じられるが、改善の余地は
十分に存在する。

（1）経済的安定と福利厚生に関する提案：まず、社
会的ニーズに応えるためには、現在の待遇の不十分
さを改善することが最重要である。

（2）ロールモデルの提示：かつて漫画に触発されて
獣医師を目指す人が急増したように、活動的で情熱
的な公務員獣医師をロールモデルとして紹介し、学
生たちにそのキャリアの可能性を示す。若者にリー
チするためのストーリーテリングやSNSの活用、彼
らの社会的影響の大きいプロジェクトや成果の共有
が重要である。

（3）体験学習の機会の提供：公務員獣医師と共に過
ごす職業体験デイを実施するなど、実際に体験する
機会を増やす。公務員獣医師の日常業務を経験でき
るようにすることで、職業に対する誤解を解消し、
その魅力を直接感じてもらう。

（4）情報資源の開発：まず、学生が知りたい情報に
関するアンケート調査を行う。それを元に、学生が
容易にアクセスできる形式で、様々な情報資源や啓
発資料を提供できるようにする。SNSやYouTube
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を通じた情報提供の強化を行う。安定した雇用、定
期的な昇給、充実した福利厚生、確実な退職金など、
公務員獣医師としての経済的メリットを明確に示す。

（5） 保護者や教育者との連携：学生のキャリア教育
に影響を与える保護者や教育者に、公務員の重要性
とキャリアパスに関する情報を提供し、家庭や小中
高での議論を促進する。

（6）キャリア開発の道筋の明示：公務員としての
キャリアを積むことによる専門性の向上や昇進の機
会について説明し、キャリアパスの明確化と進歩の
見込みを示すことで、キャリアへの意欲を促す。難
易度が高いかもしれないが、大学院進学、学位取得、
学会参加、留学などのインセンティブの提供を検討
する。

（7）キャリアの柔軟性の強調：公務員獣医師として

のワークライフバランスやキャリアの柔軟性を強調
する。例えば、出産や育児で一時的にキャリアから
離れても復帰が容易であること、さまざまな働き方
が可能であることを示す。

以上、少々取り留めのない内容となってしまいまし
たが、この文章が何かの参考になれば幸いです。

1．https://news.yahoo.co.jp/articles/381903bce883
61ba311d4587cddad911fc3ac2a6
2． 日 本 獣 医 師 会 誌　川手日出子 301-303, Vol.76, 
No7, 2023.
3．https://www.maff.go.jp/j/council/zyuizi/
keikaku/attach/pdf/040304-2.pdf
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はじめに

　私大獣医学科学生の就職先は，小動物臨床関係が
およそ５割で多く，近年はさらに微増傾向にある．
一方，公務員や産業動物関係への就職は，近年，減
少傾向にある．2023年６月に開催された，日本私立
獣医科大学協会の理事会・総会における私立５獣医
大の学生就職状況の資料をみると，麻布大学にお
ける過去３年間（2020，2021および2022年度）の
就職動向は，個人診療施設は減少傾向（それぞれ
57.8％，55.0％および53.4％），公務員（都道府県市
町村）は横ばい（それぞれ9.6％，8.0％および9.9％）、
産業動物を中心とした農業関係団体は上昇傾向（そ
れぞれ4.4％，4.7％および10.7％）となっている．

小動物臨床関係における最近の就職活動

　就職斡旋業のオンライン情報等を就職活動に活発
に用いる学生が多いようである．斡旋業者によるイ
ンターネットなどを介した就職先情報は，学生が手
間や苦労なく手に入れることが出来，また，比較的
簡易に希望の条件を設定して就職先を検索すること
も出来るため，便利である．一方，斡旋業者におい
ては成功報酬制のため，学生のキャリア形成が置き
去りにされ，学生と人材募集病院のマッチング件数
が偏重される傾向があり，就職後にミスマッチが起
こる場合も少なくないと聞く．実際，斡旋業者を利
用して人材を得たいくつかの小動物病院の話では，
紹介された学生の離職率が比較的高かったと聞いた
ことがある．

麻布大学における就職サポート体制

　小動物臨床関係に就職を希望する学生は，大学の
就職相談室の個別相談をあまり利用しないのが現状

である．病院実習や面接だけで内定に至ることも多
く，比較的労力をかけずに就職活動が成立する．一
方，予定外の離職などのリスクを避けるためには，
学生個々人の就業観やキャリアビジョンなどを把握
した上でのきめ細かな就職サポートが重要と思う．
麻布大学では次の様な就職サポート体制をとってい
る．

◦就職閲覧室及び就職相談室：就職閲覧室が設置さ
れており、卒業生の進路先や就活体験記の閲覧、
就職関連図書の貸出を行っている（図１）．就職
相談室では４名の相談員が在籍し，国家資格キャ
リアコンサルタント有資格者のほか，国家公務員
や地方自治体への就職を後押しするため，公務員
出身のOBも相談員として配置している（図２）．

◦就職支援オンラインシステム：「麻布大学キャリ
アナビ」では求人情報やインターンシップ情報の
提供をはじめ，学内の進路支援行事や個人面談の
予約が可能である．また，コロナ禍をきっかけに，

「麻布キャリアムービーサイト」を構築し，就職
活動対策講座や業界研究セミナーなどの就職活動
に関連する動画を配信している．

◦各種説明会の開催： NOSAI，動物病院，公務員
あるいは企業等の説明会を毎年行っている． 

◦就職活動学生への経済的援助：地方等への就職を
希望する学生の採用試験等に係わる旅費交通費の
一部を助成している．

　
今後の課題

　獣医師の仕事は広範であり，獣医師が求められる
業界や仕事はたくさんあることを学生が知ることが
大切である．企業や公務員を目指す学生の多くは，

獣医学科学生の就職活動と課題

麻布大学　獣医学部獣医学科　教授
（学長補佐（学生支援担当））

麻布大学　事務局教務部キャリア支援課　課長

平　　健介
久門　鮎太
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自己分析を行い，自分の好きなことや成し遂げたい
ことを熟考し，将来設計を立てて就職活動に臨む場
合が多い．一方，小動物病院で臨床獣医師を目指す
学生の中には，病院の雰囲気や立地条件だけで就職
先を決めてしまうことが少なからずあり，就職して
間もなく，思い描いていたイメージとのギャップが
生じて離職に至る場合がある．
　就職活動における学生と就職先のミスマッチを防
ぐためには，学生が低学年のうちから卒業後のキャ
リアを描くことができる教育体制が必要である．麻
布大学では獣医学科の１年次に「獣医学概論」とい
う講義科目がある．この講義の教育目標は「獣医師
としての社会的使命と多様な獣医業務の概要を理解
する」であり，広い視野で各種獣医業務を理解し，
将来の職業選択に向けた情報収集と分析の第一歩と
している．この講義では，地方行政や国家行政、製
薬会社、他業種における獣医職の意義や概要を実務
経験者から学ぶ．社会が獣医師に何を求め，それに
応える仕事はどのようなものかを学生が知る機会を
より一層充実させることが必要と思う． 

おわりに

　あらゆる情報がオンラインで瞬時に手に入る今日
の情報社会は，学生就職活動において効率性の面で
は便利である．しかしながら，学生と就職先のミス
マッチを防ぐためには，学生個々人の就業観やキャ
リアビジョンなどを把握した上でのきめ細かな就職

サポートが必要と思う．さらに，社会が獣医師に何
を求め，それに応える仕事はどのようなものかを学
生自身が考える機会を充実させることも重要である．

図 1.　麻布大学の就職閲覧室．卒業生の進路先や就活体験記の閲
覧、就職関連図書の貸出を行っている．

図 2.　麻布大学の就職相談室．相談員と学生が対面で話し合う．
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特集２

・はじめに

　日本獣医生命科学大学における、獣医学科卒業者

の就職先の動向について概説したうえで、現状を取

り巻く採用市場と問題点とその対策のために実施し

ている本学の取り組みについて説明する。

・本学獣医学科卒業生の就職先の動向について

　本学は例年、小動物臨床を志す学生の入学が多く、

その意欲を保ったまま就職先も同様になるケースが

多い。過去５年間の就職実績を鑑みてもその傾向に

変化はあまり見られず、未確定ではあるが本年度末

の卒業生についても同様の動きがみられる。

　一方、公務員を志望する学生は例年10％ほどと

なっている。併せてNOSAIをはじめとした大動物

臨床の就職も10％前後であり、この傾向にも大きな

変化はない。

・本学の取り組み①：全国NOSAI説明会の斡旋

　本学では入学前からのイメージ小動物臨床だけで

なく、多くの就業先を知ってもらうために様々な取

組を行っている。その一つである全国NOSAI説明

会は、平成26年度より、就職ガイダンスの一環とし

て都道府県NOSAI各位が一堂に集う規模の大きな

ものである（主催は全国NOSAI）。参加対象は全学

年の獣医学科だが、一部動物科学科を対象とした家

畜人工授精師も受け入れていることと、他大学の獣

医学生も参加が可能であるのが特色である。令和４

年度には３年ぶりに感染対策を講じつつ対面型式に

て実施し、北は北海道から南は沖縄県まで26団体が

参加した。この取り組みが功を奏したのか、当時の

説明会に参加している団体に６名の獣医学生が内定

を頂き巣立っていった。

　今年度も26団体が対面形式で参加し、若手獣医師

の講演や個別の面談を実施した。NOSAIという組

織のことやその魅力を過不足なく伝え理解して貰え

る内容であった。

・本学の取り組み②：就職ガイダンス

　本学では希望学生を対象に毎週金曜夕刻から就職

ガイダンスを実施している。例年５月の終わり頃に

その一企画である公務員就職セミナーを開催し、獣

医師の項目を設け業務の説明を行っている。さらに

12月には公務員の合同採用説明会を実施している。

正式には地方自治体等合同採用説明会と題し、地方

自治体からの獣医師ニーズと地方公務員を希望する

学生のニーズに応えるべく、就職ガイダンスの一環

で毎年全国の地方自治体を集め合同採用説明会を実

施している。地方自治体以外にも厚生労働省や独立

行政法人にも来て頂き、獣医師としての働き方の選

択の幅を広げる情報提供の場を設けている。そのた

め、５年生をメインに開催しているが低学年の参加

もOKにしているのが特徴である。

・今後の課題①：産業動物診療の魅力を伝えるため

には

　人生100年といわれるこの時代、自分の人生をど

のように生きていくか、また自身に合った進路を選

択していくことは容易ではない。すぐれたキャリア

志向の醸成には多くの業界に関する関心を持ち、思

考する習慣が必須である。だが、高学年時点での就

業先視野の拡大は学業にかける時間や負担を考える

と困難な部分が多い。そのため、低学年のうちにど

こまで広い視野を持てるだけの行動ができているか

が重要となる。

本学における就職活動を取り巻く環境と問題点

日本獣医生命科学大学　事務局事務部学生支援課　キャリア支援相談室
渡邉　直哉
大河原　純
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　前述のとおり本学においては入学及び卒業時点双

方で、就業希望先としてイメージのしやすい小動物

臨床の意識が強い傾向にある。このため、相対的に

上記以外の就業先、例えば産業動物や産業動物診療

に携わる先輩獣医師と接する機会をより多く設ける

よう働きかけている。実習やインターンシップで、

今まで以上にその機会を多く設けることで魅力を伝

え、獣医師としての将来のキャリア形成に深く関わ

れるようその環境づくりを考えていかなければなら

ず、今後の課題として解決せねばならないポイント

と言える。

・今後の課題②：「広くかつ柔軟に」情報収集がで

きるスキルの確保

　もう一つの課題は自身の将来を想像するに必要な

情報処理能力の醸成である。近年の新卒採用市場の

変化は著しく、昨今の学生はその渦中にあるといえ

る。さらに動物病院の採用を専門としたナビサイト

や、採用あっせん（新卒・既卒を問わず）をおこな

う採用エージェントサービスも複数生まれており、

獣医学科学生自身の頭上を行き交う情報量は増加し

ている状況と言える。

　そのため、これから就職活動に臨む獣医学生は各

社がもつ視点や立場を理解しつつ、情報の取捨選択

をできる柔軟性をもちつつも、自身卒業後のキャリ

ア志向を構築することが求められている。この能力

を伸ばすには、学内のキャリア教育をより充実され

ることに加え、学生個人の意思・意欲に基づいて寄

り添っていくことが今まで以上に必要になるものと

考える。
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はじめに

　日本大学は、東京都に10キャンパス、千葉県に４

キャンパス、福島県、神奈川県、静岡県に各１キャ

ンパスを有し、16学部95学科で構成され、教員約

2,500名、職員約1,300名、学部生約66,500名が在籍し、

卒業生総数が120万人を超える国内最大規模の大学

である。付属高校（中等教育学校を含む）は、東京

都８校、茨城県３校、栃木県、千葉県、神奈川県に

各２校、北海道、山形県、福島県、長野県、山梨県、

静岡県、岐阜県、長崎県、宮崎県に各１校の計26校

に約30,000名が在籍している。

　日本大学生物資源科学部は、神奈川県藤沢市にあ

り、東京ドーム12個分の広さを誇るキャンパスに付

属高校、中学校、小学校が隣接している。学部は、

獣医学科を含む11学科で構成（2023年４月 学部改

組）され、約6,600名の学生が在籍し、卒業年次学

生が約1,500名在籍している。

　就職活動を取り巻く環境として、大学、学部の規

模が大きく、そのスケールメリットを生かした多く

の就職支援を行っている反面、獣医学科の学生に特

化した就職支援は限定されてしまう一面もある。

　著者は、本学生物資源科学部の就職指導委員とし

て、学生の就職支援に携わることから、本学獣医学

科の就職状況と生物資源科学部および獣医学科によ

る就職支援への取り組み、支援体制について記述し

たい。

令和４年度の進路実績

　令和４年度本学獣医学科卒業生137名の進路は、

就職先として国家公務員（省庁、外郭団体）３名

（2.2%）、地方公務員４名（2.9%）、農業共済組合７

名（5.1%）、企業５名（3.6%）、小動物臨床を主とす

る大学付属動物病院５名（3.6%）、企業動物病院（従

業員100名以上）14名（10.2%）、個人開業動物病院

67名（48.9%）となっており、就職以外として大学

院進学９名（6.6%）、その他23名（16.8%）となって

いる。小動物臨床に進む卒業生が86名（62.8%）と

圧倒的に多く、次いで、大学院進学、農業共済組合

（産業動物）、公務員と続く。小動物臨床における勤

務地は、東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県の順で

多く、首都圏に集中していることがわかる。過去の

データと比較すると、小動物臨床の割合はむしろ上

昇し、公務員の割合は大きく低下している。小動物

臨床の主対象であるイヌの飼育頭数が減少している

こと、公務員獣医師の不足が報道されている中で、

本学の就職状況は逆行しているようにも見える。し

かし、卒業後の進路の多くは、学生自身の希望通り

であり、進路実績は学生の希望実態を反映している

と考えられる。

日本大学獣医学科の学生構成

　令和５年現在、本学獣医学科の学生数（６学年総

計）は777名（男子329名、女子448名）である。出

身高校の所在地ごとに分けると、北海道・東北地方

25名、関東地方531名、中部地方52名、近畿地方64

名、中国・四国地方26名、九州・沖縄地方58名、外

国21名と関東地方出身の学生が多く、特に神奈川県

196名、東京都193名だけで所属学生の半数を占めて

いる。本学には全国に付属校が26校あり、一般入学

選抜の会場も東北地方、関東地方、中部地方、近畿

地方、九州地方に約10会場を用意している。それで

も、本学獣医学科学生の出身地（出身高校所在地）

は、本学所在地である神奈川県が最も多く、東京都、

千葉県、埼玉県の順となっており、首都圏に大きく

日本大学の就職活動を取り巻く環境と問題点

日本大学　生物資源科学部獣医学科　准教授
（就職指導委員） 岡林　　堅
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偏っている。

職域に関する獣医学科専門教育科目

　現在のカリキュラムにおいて、獣医学科５年次に

開講する「総合獣医学演習A」では、「獣医学を背

景とする専門家による講義を通じ、実社会での獣医

師の役割を理解するとともに、必要な専門知識と技

術を習得し、高度な専門性が必要とされる職業人と

しての獣医師の認識を総合的に高めること」を目標

とし、令和５年度は、農林水産省職員、地方公務員、

日本中央競馬会、国際協力機構、産業動物獣医師、

小動物臨床獣医師、動物園・水族館獣医師、企業（製

薬会社）、起業家など獣医師として各分野で活躍す

る方を講師として招き、獣医師の職域の多様性、実

社会での獣医師の役割を総合的に教えている。

　同じく獣医学科５年次に開講する「総合獣医学演

習B」では、「獣医師の職業に密着した学外の各種

機関における専門職域での体験学習を通じ、実社会

で求められている獣医師の役割を理解するととも

に、必要な専門知識と技術を習得し、高度専門職業

人としての獣医師の認識を高めること」を目標とし、

国・地方公共団体・企業等の研究・検査・試験施設、

農業共済連合会・農業組合等の家畜診療所、動物園・

水族館等の展示施設、小動物病院等で研修し、各機

関に勤務する獣医師から業務内容の教授を受けてい

る。令和５年度の学外研修の実績として、小動物臨

床施設67件、農業共済組合（産業動物開業１件を含

む）25件、日本中央競馬会３件、国家機関３件、地

方公共団体20件、動物園14件となっている。

　これらの科目を通して学生は、５年次頃から卒業

後の進路について真剣に向き合うものと考えられ

る。進路実績と同じく学外研修において小動物臨床

の希望割合は最も高いが、農業共済組合や地方公共

団体の割合は高いにもかかわらず進路実績では低く

なることから、学外研修の経験が必ずしも就職に結

びつかないことも多いと明らかとなった。

　

学部（就職指導課）における公務員試験サポート

　本学生物資源科学部では就職指導課が中心とな

り、公務員を目指す学生を支援している。具体的に

「教養試験対策」として学年ごとに難易度が高くな

る講座を１年生から体系的に受講することが可能で

ある。さらに、獣医学科の高学年学生については、

国家総合職試験第 1 次合格者に向けた個別模擬面接

指導及び政策課題討議対策講義、地方上級職・国家

総合職試験第１次合格者に向けた個別面接指導を実

施している。

学部（就職指導課）における就職支援イベント

　本学生物資源科学部の就職指導課が、国家公務員

勉強会と称して、農林水産省など国家公務員の採用

担当者を招き、業務内容・仕事の魅力・試験制度等

の説明会を設け、さらに、内定者による合格体験談

の発表や勉強方法などを伝える企画を開催している。

　また、獣医学科５年生、他学科３年生を主対象に

全学年が参加できる学内合同企業セミナー、地方公

務員勉強会（自治体等職員採用説明会）、動物病院

学内合同企業セミナーを開催している。

　学内合同企業セミナーは、本学生物資源科学部の

学生を採用したいと考えている業界大手人気企業、

優良企業等を中心に４日間で約180社招聘し、学生

に多様な業界や企業の魅力を知ってもらい、学生の

能力や意欲をアピールする機会を提供し、早期採用

選考対策など就職活動の一助として実施している。

　地方公務員勉強会（自治体等職員採用説明会）は、

自治体の採用担当者を招き、公務員の業務・魅力・

試験制度等の説明会を設け、学生の意識を高め、公

務員を志す機会とする。案内する職種は、都道府県

庁、政令指定都市、市役所の獣医師職、農業共済組

合、獣医師採用を希望する企業であるが、生物資源

科学部の行事であるため、公務員の獣医師職以外の

職種（農業、林学、水産、農業土木など）も対象と

し、２日間で約100団体を招聘している。

　動物病院学内合同企業セミナーは、将来の就職先

として様々な動物病院や団体を知る機会を提供し、

自分に合ったキャリアパスを見つけることを目的と

している。参加した約40件の動物病院は、申込制や

就職斡旋業者の紹介ではなく、過去の本学主催就職

イベントへの参加実績や獣医学科教員による評価お

よび推薦により、本学が学生の就職先として適して

いると判断した動物病院に限定して招待しており、

学生も安心して参加できる環境を整えている。
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獣医学科における就職支援

　獣医学科では定例的に就職支援イベントを開催し

ていないが、農業共済組合による就職説明会、県に

よる職員採用説明会の開催を支援し、県による修

学資金制度、県が実施するインターンシップや家

畜保健衛生所研修について総合ポータルシステム

（LiveCampus）を介して案内し、求人情報につい

ては獣医学科の掲示板などを利用して学生に案内を

している。

獣医学科校友会による動物病院就職説明会

　本学獣医学科卒業生を中心に構成する校友会（角

笛会）では、獣医学科学生（準会員）に対して年に

１度、動物病院就職説明会を開催している。参加す

る動物病院は、卒業生の経営する動物病院に限らず、

企業動物病院など多岐にわたるが、求人申込書（募

集要項）の記載内容、学生の個人情報の取り扱い、

学生にとって不利益となる行為（強引な勧誘、実習

費の請求）の禁止について、学部長、校友会長あて

に誓約書を提出することを義務付けている。学部内

の会場で開催し、大学教員や多くの卒業生も参加し

学生が安心して参加できるよう心掛けている。2016

年は動物病院24施設、学生132名が参加し、2017年

は39施設215名、2018年は40施設162名、2019年は40

施設127名が参加している。学生、参加動物病院の

双方から高評価であったが、新型コロナウイルス感

染症の影響により2020年以降開催できていない。

就職における問題点と今後の展望

　就職、つまり職業選択は、その自由が憲法によっ

て守られており、誰かによって強制されるものでは

ない。ただ、地域、職域における獣医師の偏在があ

ることも事実であり、学生の就職を指導する大学と

しては、学生の希望に沿いながら、全国的な獣医師

の偏在を是正することを考えなければいけない。

　獣医師の地域偏在については、学生の出身地によ

る影響は否めない。もちろん首都圏出身の学生が講

義や学外研修、インターンシップにより、獣医師と

して活躍する場を求め他県に就職することもある

が、関東圏外から入学した学生が東京都、神奈川県

を勤務地として選ぶケースも多い。

職域における獣医師の偏在を是正するには、活躍す

る公務員獣医師、産業動物獣医師の魅力について、

大学教育で伝えていくことは重要であるが、高校ま

での教育課程において、公務員、産業動物診療に携

わる獣医師に触れる機会を増やしていくことも必要

であろう。

　獣医学科における就職活動については、2020年度

以降の新型コロナウイルス感染症による行動規制に

より、大きな変化があったように感じている。それ

は、小動物臨床分野における就職斡旋業者の台頭で

ある。学生目線で考えれば、インターネット上、も

しくは大学近くの会場で、一度に多くの動物病院を

紹介してもらうことができ、斡旋業者が認めた優良

な動物病院が参加しており、学生から就職希望先に

は伝えづらい給料、就業時間、休日、勤務地などの

雇用条件も斡旋業者に伝えるだけで、希望に沿った

動物病院を紹介してもらえることから、気軽に利用

している学生も多いようである。就職まで円滑に進

むケースもあると思うが、いざ就職の段階で「動物

病院、斡旋業者、学生による３者間契約になる」、

「希望していない動物病院を強く奨められる」、「興

味のない動物病院との面接を強要される」などのト

ラブルも生じている。多くの場合、学生は登録無料

であることから、斡旋業者の顧客は学生ではなく動

物病院であり、学生の希望より顧客である動物病院

の希望を優先するのは企業として当然であると思わ

れる。本学学生を対象にした就職斡旋業者主催の就

職説明会・就職フェアについては、本学も注視して

おり、参加について学生に対し注意喚起を行ってい

る。

　就職は、学生にとって大きな決断を必要とするラ

イフイベントである。教員は獣医師の職域、役割に

ついて多くの情報を提供し、学生は教育を受ける中

で獣医師としてのキャリアビジョンを描き、具体的

なキャリアプランを設計したうえで就職活動に臨

み、就職指導課など大学職員は学生の就職活動を多

方面から支援することが必要である。日本大学とし

ては、常に新しい情報を学生に提供し、そして個々

の学生に合わせたきめ細やかなキャリア支援、就職

支援を進めていく予定である。
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特集２

■はじめに

　獣医師の職域における偏在が問題視されて久し

い。我が国の「食」を支える基幹産業に多大な貢献

を果たす産業動物獣医師や公衆衛生獣医師が不足し

ていることは周知の通りである。獣医師を志す学生

が、産業動物獣医師や公衆衛生獣医師の職域の重要

性、仕事としてのやりがい、魅力、あるいは面白さ

を理解して、将来のキャリアパスと考えるためには、

産業動物臨床の実地体験、および公衆衛生獣医師の

実際の仕事を体験させる実践的な実習を取り進めて

いくことが重要である。同時に、産業動物獣医師や

公衆衛生獣医師の社会的認知度の向上が求められる。

■酪農学園大学卒業生の進路状況

　私立獣医科大学協会が関連の各大学を対象として

行ったアンケートの集計結果に基づき、2018年度か

ら2022年度まで、最近５年間における酪農学園大学

獣医学類卒業時の進路として公務員を就職先に選ん

だ学生数とその学生数が当該年度の卒業生に占める

割合を表１にまとめた。比較対象として、本学を除

く他の私立獣医科系４大学で卒業後の進路として公

務員を就職先に選んだ学生数の平均値と当該年度の

卒業生に占める割合の平均値を併記した（表１）。

2018年度では卒業生の20%強が国家公務員を含む公

務員職に就いたが、2019年度以降ではおおよそ他の

４大学と大差のない状況が続いており、辛うじて

10%以上を維持しているのが現状である。

　同様に、最近５年間における本学獣医学類卒業時

の進路として農業関係団体を就職先に選んだ学生数

と当該年度の卒業生に占める割合について、表２に

示した。本学以外の私立獣医科系４大学において農

業関係団体に就職した学生数（卒業時）について、

その平均値と当該年度の卒業生に占める割合の平均

値と比較した場合、本学獣医学類における就職者数

ならびに卒業生全体に占める就職比率は例年ほぼ２

倍程度となっている（表２）。この結果については、

その名に「酪農」の二文字を関する本学としては正

に面目躍如と言えなくもないが、こちらも2019年度

以降は就職者数ならびに卒業生全体に占める就職比

率ともに減少傾向にあることが認められる（表２）。

　一方、年度により違いがあるものの、本学では公

務員就職者数の２倍強から４倍強の学生が卒業時に

個人診療施設（ほとんどの場合、伴侶動物診療が主

体と思われる）に就職している（図１）。さらに農

業関係団体への就職者数と個人診療施設への就職者

数の比較においては、本学の場合は例年３倍強の学

生が、自身の就職先として後者を選んでいる（図１）。

こうした傾向は、他の獣医科系４大学においては、

日本の「食」を支える獣医師育成を目指して

酪農学園大学　教授
（獣医学群長） 村松　康和
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より顕著である。４大学の平均値に基づく比較では

あるが、個人診療施設への就職者数は、公務員就職

者数に対して３倍強から７倍強、農業関係団体に対

しては約4.9倍から実に10倍近い9.6倍となっている

（図２）。

 

図１．酪農学園大学卒業生の各職域における就職者数

 図２．酪農大以外の私立４大学卒業生の各職域におけ
る就職者数の平均値

　本学を含む私立獣医科系５大学に共通して認めら

れる興味深い事象は、公務員も農業関係団体もコロ

ナ化を通じて就職者数が減少したのに対し（2022

年度は回復傾向であるが）、個人診療施設へ就職す

る学生数はコロナ禍以前の2018年度よりも増加して

いることである。この点については様々な要因が考

えられるが、公務員関係者や農業関係団体の関係者

にとって獣医科学生との重要な接点である対面での

企業説明会・職業説明会がコロナ禍において開催中

止を余儀なくされたことが大きく影響したとみて間

違いないであろう。他方、この結果が示しているこ

とはコロナ禍が個人診療施設への就職活動に与えた

影響が極めて限定的であったことである。その背景

には、学生は随時提供される全国の伴侶動物開業医

院に関する就職情報冊子を介して居ながらにして膨

大な関連情報を容易に入手できることや、伴侶動物

病院を経営する同窓生と学生間の個人的なコネク

ションの存在などがあげられる。さらには遠隔対応

のみで公務員関係者や農業関係団体関係者と直に触

れあう接点を失った、自身の将来像に明確な志向を

持たない“浮動票”の学生が伴侶動物医療に流れた

こともあったのではないかと推測される。

　こうした事象が起こる根本的な原因の一つには、

公務員や産業動物診療の魅力や現状などが学生へ十

分に伝わっていないことがあげられる。『伴侶動物

獣医師』については、物心ついたときから「動物の

お医者さん」として我知らず認知され、多分に雰囲

気的な要素が強いと思われるものの「なじみがあ

る」、職務内容も「知っている」ものと感覚的にと

らえられている。「動物のお医者さん」は老若男女・

社会全般からポジティブなイメージを持たれている

ように思われる。これに対して『公務員獣医師』お

よび『産業動物獣医師』の社会的認知度は相当に低

いというのは周知の通りと言わざるを得ない。こち

らも周知のことであるが、先ずは獣医学生に『公務

員獣医師』および『産業動物獣医師』について知っ

てもらい、出来れば両職域に対して良いイメージを

抱かせることが喫緊の課題である。合わせて、今後

は『公務員獣医師』および『産業動物獣医師』に対

する社会的認知度の向上策検討が求められる。

■産業動物獣医師育成・公務員獣医師育成に関する

本学の取り組み

　産業動物分野へ就職を希望する獣医系大学の学生

数の増加を目指した様々な取り組みが行われてい

る。農林水産省による「獣医療を提供する体制の整

備を図るための基本方針」に基づき、家畜衛生対策

推進協議会が主体となって、全国の獣医学生を対象

に産業動物および公務員獣医師の発掘・育成・確保

を目的とした５つの事業が展開されている。酪農学

園大学ではそのうちの二つ、今年度で15回目を迎え

た「産業動物医療への理解醸成のための講習会」、

および「臨床実習研修」を実施している。

　2012年、本学は「酪農学園大学と遠軽町、湧別町、

佐呂間町及びオホーツク農業共済組合、えんゆう農

業協同組合並びに湧別町農業協同組合、佐呂間町農
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業協同組合との地域総合交流に関する協定」、いわ

ゆる“えんゆう協定”を締結し、翌2013年には一部

変更を加えて今日を迎えている。本協定を締結して

以来、参加希望学生による同地域の産業動物臨床実

習を実施している。本実習は受け入れ人数枠40名に

対して毎年希望学生数が多く、この実習経験を踏ま

えて産業動物獣医師へと進路変更を果たした学生も

少なくない。こうしたことから、今年度は受け入れ

枠数を48名に増やして同実習を展開している。

　2016年度入試（2015年度実施）から地域獣医療支

援特別選抜試験枠を設け、生産動物臨床獣医師を希

望する生徒を受け入れている。今年度、“えんゆう協

定”と地域獣医療支援特別選抜制度による初の産業

動物獣医師が誕生した。2018年度入試（2017年度実

施）からは “生産動物医療推薦枠”ならびに“農業高

校および農業大学校推薦枠”を設け、将来の生産動

物獣医師となる人材確保に努めている。今後も産業

動物獣医師育成に向けて地道な活動を継続していく。

　2021年には酪農学園大学は島根県と「産業動物及

び公務員分野の獣医師育成に係る連携協定」を締結

し、毎年希望学生を募り、現地での食品衛生業務に

関する見学・実習を行っている。この学外実習活動

に参加した2023年度卒業生予定者の中から、同県公

務員獣医師を志望する学生が現れ、小さいながら一

つの成果としての結実をみたところである。これら

の地域・県との協定に基づく産業動物獣医師および

公務員獣医師の育成活動に加え、現在、本学所在地

である北海道はもとより、青森・宮城・岩手・福島

の東北 4 県において、食肉衛生検査業務に関するハ

ンズオン実習を実施しているところである。

　世界的趨勢に基づき、我が国においても「国際通

用性のある獣医学教育の提供」が求められている。

このことから、酪農学園大学では、本学で実施する

獣医学教育の内容について、国際的な獣医学教育評

価機関である欧州獣医学教育機関協会（European 

Association of Establishments for Veterinary 

Education, EAEVE）による認証取得を目指してい

る。欧州では、食品衛生分野で活躍する獣医師の確

保を重視しており、学生に獣医師の“Real life”を

体験させるため、学外の関連機関と連携した学外実

習カリキュラムが充実している。就中、EAEVEは

食肉衛生検査に関する参加型実習を重視しているこ

とから、と畜検査に関する実習は、と畜場および食

肉衛生検査所のご協力を得て、体験型の食肉衛生検

査実習を取り進めているところである。実際の現場

において、と畜検査に携わる獣医師に指導して頂く

本実習は非常に教育効果が高く、参加した学生から

も大変好評である。また、学生が公衆衛生獣医師の

職域をキャリアパスの一つと考える機会となり得る

ことから、このような取り組みを継続することは公

衆衛生獣医師不足の解消についても寄与することが

期待できる。

　一方、参加型実習を実施する上で最大の問題点は、

大学所在地（都道府県レベル）における既存のと畜

場および食肉衛生検査所では、全ての学生を受け入

れることが非常に困難である、いうことである。地

方自治体に過剰な負担を求めることなく、学生が参

加型実習により得られる学修成果を減じることなく

教育実践を果たすための代替策が必要である。その

ための方策の一つとして、本学はNECとの協働に

よる、と畜検査のVirtual Reality Systemの開発を

取り進めているところである（一部、利用中）。

■最後に

　獣医師を含めた先人達のご尽力により、国内の畜

産業は日本農業の基幹的部門へと成長を遂げてい

る。家畜の診療に従事し、食料の安定供給に貢献す

る産業動物獣医師、あるいは家畜衛生行政に従事し、

防疫に尽力する公務員獣医師が、国民生活において

欠くことのできない重要な獣医師職であることは言

を俟たない。獣医学生のみならず、産業動物獣医師・

公務員獣医師の重要性について、あらゆる手法を介

して広く社会に伝えていくことが求められる。

　情報化社会の今日、必要な情報を如何に広めてい

くか、という点は無視できない。1987年から連載さ

れた漫画「動物のお医者さん」は、獣医系大学への

志願者数の急騰、そして獣医系大学における学生の

男女比を根底から覆してしまうほどの巨大な影響を

及ぼした。産官学の協働が謳われて久しいが、産業

動物獣医師・公務員獣医師の社会的認知度の向上に

関して、今後はマスメディアとの連携も視野に入れ

た対策を講じていくことも一案となろう。



特別寄稿

NPO法人獣医系大学間獣医学教育支援機構の成り立ちとその取り組み
 ―戦後78年間における獣医学教育改革と改善の歴史を振り返る―

NPO法人獣医系大学間獣医学教育支援機構　理事長 髙井　伸二
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　「獣医学振興」第12号は、本協会加盟の５大学の協力のもと、無事に発刊することができまし

た。

　本号では、まず始めに北里大学名誉教授・日本私立獣医科大学協会会長である髙井伸二先生に

「獣医師の地域偏在と職域偏在－私立５大学の入試・就職情報から見えてくるもの－」と題して、

５大学の入試および就職データから就職状況を解説して頂きました。

　今回の特集としては、「就職活動を取り巻く環境と問題点」をテーマとして、各大学の状況や

問題点などの情報を提供して頂きました。北里大学・佐々木宣哉先生からは「地方公務員獣医師

減少の背景について」、麻布大学・平健介先生、久門鮎太様からは「獣医学科学生の就職活動と

課題」、日本獣医生命科学大学・渡邉直哉様、大河原純様からは「本学における就職活動を取り

巻く環境と問題点」、日本大学・岡林堅先生からは「日本大学の就職活動を取り巻く環境と問題

点」、酪農学園大学・村松康和先生からは「日本の「食」を支える獣医師育成を目指して」、寄稿

頂きました。各分野で獣医師不足が叫ばれる中、各大学の多様な取り組みや問題点を知ることが

できました。

　さらに、「NPO法人獣医系大学間獣医学教育支援機構の成り立ちとその取り組み －戦後78年間

における獣医学教育改革と改善の歴史を振り返る－」と題して髙井伸二先生に特別寄稿して頂き、

獣医学教育の変遷を再認識することができました。

　最後に、大変ご多忙の中、ご執筆頂いた皆様に深く感謝申し上げると共に編集にご協力頂いた

大学事務局に対しお礼申し上げます。

北里大学獣医学部　　　

　学部長　岡野　昇三

編　集　後　記
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